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て
、
世
間
も
さ
わ
が
し
く
思
ム
出
国
民
、
巳
の
刻
K
犀
川
橋
爪
法
締
寺

の
門
前
町
家
二
批
判
の

m
k火
を
は
さ
み
焼
上
り
て
、
法
納
苛
の
川
出
向

墜
に
燃
付
昔
、
容
倣
・蹴
装
炎
上
し
て
.
河
原
町

一
一
聞
に
抽
出
股
が
り
、

御
城
内
ま
で
も
延
焼
す
。
法
佑
寺
徽
響
上
人
は
.
前
向
は
妙
段
寺
へ

移
り
、
共
跡
の
位
臓
に
て
、
談
設
は
北
国
第
一
の
伶
な
り
け
り
。
致

ね

τ川
品
寺
を
再
建
せ
ん
と
て
・
材
木
共
附
帯
数
税
世
吉
、
大
工
の
隙
を

銭
ひ
有
v
之
脂
.
悉
く
焼
失
し
、
難
儀
の
上
K
.
火
本
な
れ
ば
と
て
飽

舎
を
命
ぜ
ら
れ
、
門
前
の
者
も
吟
味
の
庭
、
我
の
人
の
と
争
ひ
に
成

り
、
二
批
判
の
家
主
も
絡
会
と
成
り
し
が
‘
領
て
火
付
申
時
間
期
し
、
法
仙

寺
住
職
総
合
放
発
、
門
前
の
火
本
は
二
人
共
追
放
せ
ら
れ
、
法
船
寺

は
限
川
の
下
に

τ河
原
を
寺
屋
敷
陀
賜
は
り
た
り
。
機
器
上
人
は
、

師
叩
〈
小
屋
懸
の
内
に
て
、
融
間
接
せ
ら
れ
し
が
、頓
て
路
旦
那
寄
逃
し
て

大
伽
斑
土
建
立
せ
ら
れ
、迫
付
宮
前
人
鱗

E
立
て
、
逃
替
を
制
経
せ
ら

れ
た
り
。
共
の
後
出
入
座
頭
之
坊
宗
訴
と
い
ム
も
の
褒
心
し
・

川沿夜

A
F
ゆ
俳
怠
る
事
な
し
。
山
一問
符
は
、白
山
野
へ
よ
り
て
小
庵
を
結
び
、
彼
の

念
品
神
堂
相
続
繁
昌
し
て
自
然
と
前
日
諮
と
成
り
て
.
延
貧
年
中
民
同

日
の
回
向
と
し
て
‘
江
戸
新
智
恩
寺
来
駕
有
り
て
.
留
中一
'宗
の
智

掛川
此
の
回
向
K
逢
ひ
ね
。=一
十
三
年
以
後
の
凶
日
回
向
を
強
制
地
せ
ら

企
部
古
政
志
器
官

~ 

る
L

と
と
.
俊
民
有
妙
不
思
議
と
い
ひ
つ
ペ
し
。
さ
れ
ば
然
ね
て
泊

分
の
材
木
共

E
得
せ
世
か
れ
し
か
ど
.
凶
月
十
凶
日
の
火
災
K
悉
く

次
と
な
し
‘
下
の
河
原
に
寺
地
主
脇
は
り
、
追
付
き
大
伽
覧
匙
油
国
せ

ら
れ
け
る
も
の
、
孤
陀
本
阪
の
有
難
さ
と
は
い
ひ
な
が
ら
、
術
品骨
上

人
の
智
力
に
よ
る
O

強
口
率
大
師
の
三
傘

E
吹
出
さ
れ
け
る
よ

P
も
・

践
に
此
の
上
人
の
然
舌
を
以

τ大
伽
斑
浩
立
せ
ら
る
主
事
・
猶
傘
し

と
申
し
て

、
諸
人
出
前
敬
致
し
け
り
。
と
あ
り
。

O
官
同
日
諮
市
博
話

附
随
筆
に
一
耳
ふ
。
卒
保
十
一
年
五
月
、
金
減
法
締
寺
常
念
例
三
一
品
目

の
凶
向

K
依
っ
て
、
大
坂
阿
揃
陀
寺
の
隠
居
等
審
上
人
下
向
あ
り

て
.
数
十
日
説
法
あ
り
。
日
本
無
双
の
訟
法
者
に
て
.
群
集
す
る
都

移
し
。
紺
紙
金
泥
の
六
字
名
鋭
を
符
人
民
授
け
ら
る
h

民
、
御
影
を

水

K
移
し
頂
織
す
る
に
、
病
筑
悉
く
本
復
せ
り
。
ま
た
痛
有
る
者
は

念
仰
を
喝
へ
て
、
名
枕
に
て
撫
づ
る
に
皆
目
γ
怒
せ
り
。
等
務
上
人
此

事
を
聞
き
・
高
座
に
て
宣
ム
は
、
我
が
砕
き
た
る
念
俳
に
て
病
の
癒

ゆ
る
に
は
有
る
べ
か
ら
宇
。
共
人
々
の
信
仰
の
深
吉
ゆ
ゑ
也
。
只
念

俳
許
K
て
病
は
癒
ゆ
べ
し
と
ぞ
。
浄
土
宗
凶
ク
寺
の
一
・
本
山
智
恩
寺

は
、
源
答
の
弟
子
.
平
重
盛
の
孫
師
出
品
の
子
勢
観
坊
開
山
な
り
。

中

五




